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34 Ryogen-in 1  Muromachi Period Kyoto City Kitaku murasa kino daitokujimachi  Tel：075－491－7635 

 

当寺は１５０２年大徳寺７３世東渓宗牧が開設。初めは霊山一枝軒と称したが、1510年龍源院と改称した。龍源院の「龍」は本山の

龍宝山の龍をとり、｢源」は根本法源松源一脈の源をとり、あわせて龍源としたという。松源は大徳寺禅の根源である。 

  見所は方丈北側の庭。壁に沿って小石がＳ字型にくねっていて、右側には棒状の石が鋭く突き出している。これは龍が雲海の

中をくねっていて、雲の間から頭をもたげている姿ではなかろうか。傾斜した大きな石の前にある丸く平らな石は龍の玉で、その右

手前にある石は龍の爪、左端の立石は龍の尾であろうか。一方この造形を須弥山石組みと考える説もある。 

本来は白砂敷きで、樹木のない庭であったと思われるので、龍安寺様式の抽象庭園の魁になる。ただし、石組は須弥山か龍を

想起させる象徴的な面があり、庭石の数も多いことから、抽象庭園の一歩手前の庭であることを示している。 

龍源院の平面図を見れば龍安寺の一歩手前の庭であることが解る。 

「龍安寺は一日にしてならず」である。『龍安寺石庭』132Ｐ 大山平四郎 講談社 南側軒下の滹沱底（こだてい） 
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Ryogenin 2(NabesimaTakeo)  Modern Period 1960（by Gakusyo Nabesima） 

 たった 5 坪の極小の庭であるが現代枯山水の傑作とも言える。やや大きめの厳しい表情の立石とその脇に控え

る平板な石、一方距離を置いた一対の小さな石組があるだけだ。しかし二組の石組み間には目には見えない緊

張関係が走っている。松源寺派の蒔いた禅の教えが無限に広がることを願っての作品か。 

張り詰めた極小の庭に無限に広がる波紋が想像を膨らます。 
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方丈側から座して鑑賞すると、表情豊かな立石が万丈の滝に見えてくる。 

 

波紋の中心の造形は新鮮な美しさ。 

 


